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論 文 内 容 の 要 旨 
 
CGM（Consumer Generated Media）の普及に伴い，インターネット上に多様で膨大な
デジタルデータが蓄積されている．総務省では，「スマート ICT の進展による新たな価
値の創造」として，ビッグデータの活用による経済効果を期待しており，近年，情報推
薦やトピック分析といったデータマイニング分野の研究が活発に取り組まれている．し
かし，その多くは，特定のユーザやコミュニティのみを対象にしていることや，話題に
おいても特定の商品やサービス，イベントなどに限定して分析していることから，社会
状況を広範囲な視点で把捉できていない．そこで，社会動向，経済動向に加え，事件，
事故，大規模災害などの事象といった多種多様な現象を計測するソーシャルセンシング
が注目されている． 
ソーシャルセンシングに関する研究では，検索エンジンの履歴やブログの投稿記事を
用いた手法が多々見受けられる．しかし，検索エンジンの履歴においては，特定の事業
者以外の入手が困難であり，また，ブログの投稿記事においても，現象の発生から投稿
の発信までタイムラグがあることから即時性が低いという課題があった．そこで，最近
では，データが入手し易く，即時性と拡散性に優れたマイクロブログを用いた研究が主
流となった．ただし，その多くは投稿記事に含まれる単語の出現数や文脈解析による手
法が用いられているものの，現象ごとに特定のキーワードを事前に指定する必要がある
ため，そのキーワードと関連性の低い現象を検出できない点に課題がある．そこで，本
研究では，「平時と異なる行動を起こすユーザ群を特定することで，その異常行動から
何らかの大きな社会現象が発生している」という仮説を設定し，ユーザの習慣的な行動
からその変化を捉えることによって実世界の様々な事象を検出することができる新た
なソーシャルセンシング技術の確立を目指す．また，ユーザ群を特定することで，その
精度を高めることを考える． 
ユーザの習慣行動を特定するためには，マイクロブログの投稿内容に加えて位置情報
を活用する手法が検討されている．そこでは，地理的特性であるジオタグを用いてユー
ザの現在地を推測しているが，ジオタグが付加された投稿記事は全体の 0.42%と非常に
少ない．次に，ユーザ群を特定するために，主に過去の投稿内容やプロフィールに記載
されている内容に基づいてユーザ属性を推定する手法と，Web 上でのユーザ間の相関を
表すソーシャルグラフを用いた推定手法が検討されている．投稿内容に基づく推定手法
を適用する場合，マイクロブログでは 140 文字前後のショートテキストしか投稿できず，
特徴的な単語を抽出できない点が問題となる．ソーシャルグラフを用いた推定手法では，
インターネット上の人間関係そのものが各ユーザの趣味・嗜好や関心事などとは異なる
ケースも多い．そのため，ソーシャルグラフに基づく推定のみではユーザ群を正確に分
類することが難しい． 
そこで，本研究では，第一に，マイクロブログに投稿された各曜日・時間帯の投稿数
の推移からユーザの行動を推定する手法を検討する．具体的には，社会人を対象とし，
起床，通勤，勤務，食事，帰宅と睡眠といった日常的な行動パターンを明らかにする．
投稿数の変化に着目すると，マイクロブログに習慣的に投稿する時間帯を把握でき，こ
の変化とユーザの行動とを関連付けることで，社会状況の変化を抽出することが可能に
なる． 
第二に，投稿内容やプロフィール，人間関係のような明示的な情報に加えて，マイク
ロブログへの投稿時間からライフスタイルを抽出し，その結果に基づきユーザの職業属
性を推定する手法を提案する．具体的には，日常的な行動パターンを分析し，学生，社
会人，主婦とパート・アルバイトの職業属性を明らかにする．これにより，現象と属性
の関係性の分析が可能となる． 
第三に，前述の成果を総合して，属性ごとの行動推定について検討する．具体的には，
「男女」の性別，「10 代，20 代，30 代と 40 代以上」の年代と「学生，社会人，主婦と
パート・アルバイト」の職業ごとの日常的な行動パターンを明らかにする．これにより，
性別，年代と職業の属性を考慮した汎用性の高いソーシャルセンシングの基盤形成を目
指す． 
本研究の統括として，ソーシャルセンシング基盤を用いて，的確に社会現象を検出で
きるかを確認するため，実世界で発生した複数の事象を対象にユーザ特性ごとの変化の
特徴を分析する．これにより，「平時と異なる行動を起こすユーザ群を特定することで，
その異常行動から何らかの大きな社会現象が発生している」という仮説の妥当性を明ら
かにし，マイクロブログを用いたソーシャルセンシング技術の有用性を実証する． 
以上，第 1 章では， CGM から蓄積されたデータを用いたソーシャルセンシングに関
する研究の現状と本研究の位置付けについて述べている．第 2 章では，ユーザの行動や
属性を推定する既存研究の課題を洗い出し，研究の着眼点と構想について論じている．
第 3 章では，ユーザ行動の推定手法を提案し，その有効性について議論している．第 4
章では，ユーザ属性の推定手法を提案し，その有効性について議論している．第 5 章で
は，第 3 章と第 4 章の検討を踏まえて，ユーザの属性を考慮した行動の推定手法とその
有用性について議論している．第 6 章では，実世界で発生した現象を対象にユーザ特性
ごとの特徴を分析することで，マイクロブログを用いたソーシャルセンシング技術の利
便性とその実用性について考究している．最後に第 7 章では，研究成果の総括について
述べている． 
 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
本研究は，マイクロブログにおけるユーザ特性に着目したソーシャルセンシング技術
を提案し，実証実験を通じてその価値を立証したものである．以下に審査結果を詳述す
る． 
 
（１）曜日・時間帯ごとの投稿数の変化に着目した行動推定技術の提案 
 
ユーザ行動の推定を目的とした研究では，マイクロブログに投稿された記述内容に含
まれる位置情報を解析する技術と記述内容にユーザが付与した位置情報を解析する技
術が提案されている．前者では，形態素間の係り受け関係から投稿内容に含まれる地名
や住所を抽出し，ジオコーディングで得られた位置情報を手掛かりにユーザ行動を推定
する手法が提案されている．しかし，これは，投稿内容がユーザの位置を示す情報とは
無関係な場合や，位置を一意に特定できない場合があることから信頼性が低い．一方，
後者では，記述内容と位置情報とを関連付けて解析する手法が提案されているが，投稿
時に位置情報を付与するユーザは極めて少なく，解析対象が限られている課題がある．
したがって，多くの既存研究では，ジオコーディングで得られた位置情報を頼りにユー
ザ行動を推定している． 
そこで，本研究では，投稿内容と投稿数の変化とを関連付けてユーザの習慣行動を抽
出し，投稿内容に位置情報が含まれていない場合でも，指定した時間帯の行動を推定す
る技術を提案している．これは，行動に関する単語が出現する頻度から算出される行動
確率と，投稿数パターンの変化から算出される行動確率の 2 つの推定モデルを実装する
ことで，行動に関する単語の出現数と投稿数の変化をユーザの状況・状態に関する指標
として活用するものである．本技術は，投稿内容に含まれる位置情報の有無に依存せず，
ユーザの投稿数の推移から習慣行動を推定することに利点がある．これは，本研究の新
規性の一つである．実証実験では，行動確率モデルを構築する時の各推定処理の妥当性
の評価と，推定対象時間帯とその直前の行動から適切にユーザの行動を推定できること
を確認した．その結果，投稿数の変化に着目した行動推定技術の有効性を実証している． 
 
（２）ユーザのライフスタイルを活用した職業属性の推定技術の提案 
 
ユーザ属性の推定を目的とした研究では，マイクロブログの投稿内容を解析する技術
とユーザ間のリンク関係いわゆるソーシャルグラフを解析する技術とが提案されてい
る．前者では，マイクロブログから収集した投稿内容を形態素解析し，パラメトリック
な検定手法を用いて特徴的な単語を抽出することが一般的である．しかし，マイクロブ
ログでは，文字数が制限されるため，多様な特徴的単語を見出すことができず，特に，
職業のような多角的な単語が出現する属性では的確に推定できない．一方，後者のソー
シャルグラフは，近接ユーザ間は共通属性を持つと仮定する方法であるが，ユーザの流
動的な趣味・嗜好や時々刻々変化する関心事の影響を加味していないために職業の推定
には適していない． 
そこで，本研究では，プロフィールや投稿内容といった明示的な情報に加えて，各曜
日・時間帯の投稿数の推移からライフスタイルを抽出し，ユーザの属性を推定する技術
を提案している．この技術は，属性ごとの特徴的な単語や生活リズムに関連した単語の
出現頻度から算出される推定モデルと，各曜日・時間帯の投稿数から構成される推定モ
デルとを併用することで，属性ごとのライフスタイルの違いを特徴づけることができる．
これは，本研究の特徴の一つである．実証実験では，職業属性を対象として，特徴的な
単語に基づきユーザ属性を推定する既存手法と提案手法の推定精度を比較し，提案手法
が効果的であることを確認した．その結果，ユーザのライフスタイルを活用した職業の
属性推定技術の有効性を実証している．  
 
（３）段階的詳細化によるユーザ属性の推定と属性を考慮した行動推定技術の提案 
 
前述の2つの提案技術で明らかになった行動推定の精度がユーザの投稿数や投稿記事
の量に依存する課題と，属性ごとの推定精度の違いを考慮せずに一様に処理することで
精度向上に限界がある課題とを解決する．そこで，ユーザに依存せず，性別や年代とい
った職業以外の属性も考慮した高精度なソーシャルセンシング技術の実現を目指す． 
本手法では，推定精度の高い属性を段階的に検出し，その特徴を用いて他の属性を推
定する段階的詳細化アプローチ技術と，属性ごとの異なるライフスタイルを考慮した行
動推定モデリング技術を提案する．この両技術は，対象ユーザの属性を明らかにした上
で，その属性のユーザ群で構成したモデルを用いて異なる属性の特徴，いわゆるユーザ
属性ごとの生活リズムに関連した単語の出現頻度を明らかにする．そして属性が明らか
になった各ユーザの行動情報にその特徴を加味することで一般的なユーザ行動モデル
を形成する．本技術は，ユーザ属性ごとの日常的なライフスタイルを考慮して，異常な
ユーザ行動を推定できることに利点がある．したがって，実世界で発生した複数の現象
を対象として，ユーザ特性ごとの変化を捉えることが可能になる．これは，本研究の独
創性の一つである．実証実験では，ユーザ属性とユーザ行動の推定に関する 2 つの評価
実験を行った．ユーザ属性の推定評価では，職業の推定に性別を考慮すると効果的であ
ることを明らかにし，段階的詳細化が有効に機能することを確認した．一方，ユーザ行
動の推定評価では，性別，年代と職業の全ての属性のライフスタイルを考慮することで，
推定精度が向上することを実証した． 
 
（４）実世界への適用に向けた社会現象の分析 
 
一連の研究によるソーシャルセンシング技術によって，的確に社会現象を検出できる
かを確認するため，実世界で発生した複数の事象を対象として，当初設定した仮説の妥
当性を検証する．ユーザ行動が変化した社会現象の一例として次の成果を得た． 
・ 東日本大震災発生時では，全属性において「帰宅・出勤」時に異常行動を検知し，
その翌日は「終日・在宅」に関する投稿が増加した． 
・ ロンドンオリンピック開催中，社会人と主婦において，時差の影響によりテレビを
視聴する深夜「就寝・起床」の時間帯に異常行動を検知した． 
・ 夏季期間中，サマータイムが導入される社会人は「出勤・帰宅」の行動に関する単
語の出現時間帯が早くなり，学生は全ての行動に関する投稿と出現時間が変化した． 
加えて，顕著なイベントに付随する社会動向の変化の一例として次の成果を得た． 
・ 第 47 回衆議院議員総選挙では，選挙に関しては特別な変化が見受けられなかった
が，それに関連した株価，特に「社会人」の属性において投開票前後の日経平均株
価に関する単語の出現数が増加した． 
・ 一年を通じて猛暑日では，猛暑に関しては特別な変化が見受けられなかったが，そ
れに関連した事象，特に「社会人・主婦」の属性において熱中症に関する単語の出
現数や，光熱費の高騰に関する単語の出現数が増加した． 
他に計 13 ケースの特定現象において，ユーザのライフスタイルが変化することを確認
した．したがって，実世界における社会状況・状態をセンシングできることを実証し
た．今後，地域特性を考慮することや，現象ごとに関心の高い属性が異なることから
深層学習を用いて状況に即した最適な属性群を構成する方法について深く研究を遂行
することを計画している． 
 
以上より，本論文は，マイクロブログを用いたソーシャルセンシング技術について，
新たな視点から研究に取り組み，その効果を実証した先駆的な論文である．したがっ
て，本論文は博士論文として価値あるものと認める． 
 
